





















































言語の活用が示唆されてはいた (倉澤, 1958;野地, 1958)。実践でもようやくその活用がさ
れ始めつつある (中村, 1998;藤森, 2007;藤原, 2011)。しかし、視覚情報化ツールを国語教
育に明瞭に位置づけるための理論的な検討はなされてこなかった。
第二は、効果についての実証的な究明である。国語教育においても、実証的な話し合い





























































第 7 章（調査 III) では、学校教育における視覚情報化ツールの実践化にむけた考察を
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